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◎ 調査概要 

テーマ 重症喘息患者における生物学的製剤についての調査 

調査対象地域 1都3県（東京都、埼玉県、神奈川県、千葉県） 

調査対象件数 20人  

調査対象者 HPの呼吸器専門医師 ※直近1年で生物学的製剤の処方実績がある医師 

調査方法 訪問面接インタビュー 

調査時期 2018年9月10日～10月12日（インタビュー期間） 

2 

回答医師の年代（N=20） 

所属施設病床数（N=20） 

30.0% 

(6名) 

60.0% 

(12名) 

10.0% 

(2名) 
年代 

40代 50代 60代 

平均： 
48.0歳 

15.0% 

(3名) 

55.0% 

(11名) 

20.0.% 

(4名) 

5.0% 

(1名) 

0.0% 

5.0% 

(1名) 
病床数 

～300床 301床～500床 501床～700床 701床～900床 901床～1100床 1101床～ 

平均： 
443.0床 
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軽症 

25.6% 

(719人) 

中等症 

48.9% 

(1373人) 

重症 
25.4% 

(713人) 

◎ 患者割合とブランドシェア 

喘息患者 
2805人(28.6%) 

全患者数 
9800人(100.0%) 

非喘息患者 
6995人(71.4%) 

ゾレア 

40.5% 

(77人) 

ヌーカラ 

32.1% 

(61人) 

ファセンラ 

27.4% 

(52人) 

喘息患者における重症度割合(N=2805) 生物学的製剤投与患者のブランド別割合 (N=190) 

受け持ち患者割合 

3 

2805人(100%) 

(25.6%) 

(48.9%) 

(25.5%) 

713人(100%) 

(73.4%) 

生物学的製剤 
非投与患者 
523人(5.3%) 

(26.6%) 

生物学的製剤 
投与患者 

190人(1.9%) 

190人(100%) 

(32.1%) 

(27.4%) 

(40.5%) 
ゾレア 

77人(0.8%) 

ヌーカラ 
61人(0.6%) 

ファセンラ 
52人(0.5%) 

軽症喘息患者 
719人(7.3%) 

中等症喘息患者 
1373人(14.0%) 

重症喘息患者 
713人(7.3%) 

生物学的製剤 
非投与患者 

18.6% 
(523人) 

生物学的製剤 
投与患者 

6.8% 
(190人) 
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大変良い：5点⇔大変悪い：1点として算出 

◎ 各生物学的製剤の評価 

4 

製剤特徴に対する評価平均点 

3.6点 

4.0点 

3.7点 

3.3点 
3.5点 

3.5点 

2.9点 

3.9点 

2.2点 

3.7点 
3.7点 

3.9点 3.7点 

3.4点 
3.5点 

3.0点 

4.2点 
4.0点 

3.5点 

3.8点 

4.3点 
4.2点 

4.1点 
3.8点 

3.6点 

3.0点 

5.0点 

4.2点 

4.6点 

4.2点 

1.5点 

2.0点 

2.5点 

3.0点 

3.5点 

4.0点 

4.5点 

5.0点 

5.5点 

経
口
ス
テ
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ド
の
使
用
量
減
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息
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悪
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の
低
下 

SG
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Q

ス
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の
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副
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用
の
少
な
さ 

投
与
頻
度/

方
法
の
簡
便
さ 

総
合
評
価 

ゾレア 

(N=20) 

ヌーカラ 

(N=17) 

ファセンラ 

(N=17) 
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